
パーソルビジネスプロセスデザイン株式会社 

健康経営宣言 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康経営推進体制 

                   
・代表取締役社⾧を「健康づくり責任者」とし、健康経営推進事務局を中心に各担当者と連携をとりながら施策の検討およ

び効果測定を行います。 

・施策の実施状況や健康課題については、経営会議や従業員代表との労使会議・衛生委員会の場で協議することで、横

断的に情報が共有されるよう推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

健康指標 

 
健康経営に関する最終的な目標指標 

項目 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 測定方法 

プレゼンティーイズム 79.6％ 80.3% 79.9％ 80.8％ 

全社員対象のアンケート「病気やケガが無い時に発

揮できる仕事の出来を 100%として、過去 1 ヶ月

間の自身の仕事の出来は何%か」回答の平均値 

はたらいて、笑おう。

指標 
68.1% 68.2% 67.3% 66.3％ 

パーソルグループのビジョン「はたらいて、笑おう。」の

実現度を測る調査「あなたは、日々の仕事に、喜び

や楽しみを感じていますか?」ポジティブ回答比率 

 

ストレスチェックやエンゲージメントサーベイ、退職時面談等で従業員の声をくみ取り、環境改善への活用や、管理職へのはたらきかけを

行っています。また、在宅勤務や時間単位有休、短時間正社員等の多様なはたらき方を実現できる制度の導入や、各種研修施策の

実施など、組織風土の改善・定着にも取り組んでいます。 

人生 100 年時代と言われる近年、人々のはたらき方は多様化しています。 

また、国内外の環境も日々変化しており、企業活動においては成⾧のみならず革新が求められています。 

 

当社は社会全体に「より良いはたらく環境」をひろげていくため、事業に関わる全てのステークホルダーに対

して、様々な「はたらく」を楽しむことのできる環境づくりを支援します。 

「はたらいて、笑おう」の実現には、社員が健康かつ安心して仕事に取り組める環境、および一人ひとりが

自己の能力・実力を最大限に発揮できる環境が必要です。 会社が社員の健康づくりを支えることで、業

務効率の向上や創造性の発揮が促進され、結果として事業の発展に寄与すると考えます。 

 

お客様とはたらく人々、そして社会に活力を生み出すことが、私たちの使命です。 

私たちパーソルビジネスプロセスデザインは、ここに健康経営を推進することを宣言します。 

 
パーソルビジネスプロセスデザイン株式会社 

代表取締役社⾧ 市村 和幸 



 

健康経営に関する主要指標 

項目 2025 年度 

定期健康診断受診率 94.2% 

婦人科健診受診率 44.5％ 

特定保健指導完了率 38.9% 

ハイリスク者治療継続率 26.3％ 

ストレスチェック受検率 85.9％ 

健康管理アプリの登録率 6.5％ 

喫煙率 15.5％ 

平均残業時間 16.0 時間 

有給休暇取得率 75.4％ 

労働災害申請件数 15 件 

通勤災害申請件数 24 件 

※上記数値は S 職を除いた GPCT 職の数値です 

 

当社では、健康診断やストレスチェックの受診状況、特定保健指導の実施状況、健康施策への参加状況、ヘルスリテラシー、労働時

間、有給休暇取得状況などの各種指標を定期的にモニタリングしています。これらの指標を活用して健康課題を分析し、施策の改善に

つなげることで、従業員一人ひとりが心身ともに健康に働くことができる環境づくりを推進しています。 

 


